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男性の私が一人で訪問して拒否されないだろうか。校区には二人の主任児童委員がいるが、仕事のある私の申し出で別々に訪問するようになった赤ちゃん訪問。最初の訪問では、新築中であったのと、里帰り中でなかなか訪問先がわからない。訪問したい気持ちと、したくない気持ちが入り混じっていた。とうとう担当保健師から連絡があり、もう訪問しなくてもいいですよと言われ、何故か安堵したのを思い出す。（里帰りが分かる方法はないかな？）


しかしその後、一件の拒否もなく、全て訪問できている。但し赤ちゃんと面接しないとカウントされないと言われても、強引に会わせてくださいとは言えない。これは男性の担当者のみの訪問の場合に抱える共通の悩みではないだろうか。悩みと言えば他にもある。私たちの校区には公立の幼稚園、校区公民館などがなく、その後に繋がる子育てサロンや、赤ちゃんとお母さんが集う場が校区内につくれないことである。幸いにして近くの地区公民館で、民児協が運営している子育て広場があり、今ではそこに少し遠いがお誘いし、参加していただく親子がある。このことは小さな歓びである。校区民児協では、この場を知らせる機関紙「民生児童委員便り」を2ヶ月に一回発行している。


　さて、知名度も上がり、軌道に乗ってきた感のある赤ちゃん訪問ではあるが、安心してはいけないと思う。1つには、大きなことを言うようだが、赤ちゃんの出生率に繋がっているか、本当に安心して子育てができる環境が整っているか、情報を必要としている訪問先に行きついているか、地域で子育てをする雰囲気が高まっているかなどの課題があり、今の訪問活動が自己満足に終わらないようにすることだと思う。　　　　　　　　


（大分市主任児童委員）
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　子育て支援部より　





若葉青葉をわたる風もすがすがしい季節となりました。


５月５日の「子どもの日」は国民の祝日の一つで、「子どもの人格を重んじ、子どもの幸福をはかるとともに、母に感謝をする」という趣旨で、昭和２３年に制定されました。子どもの幸福を願うとともに、子どもを産んでくれた母に感謝の気持ちも伝え、母子ともに笑顔になるといいですね。
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